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9/4～6　喜茂別神社例大祭
　5日には子ども神輿や旗持ち、稚児さん、そして力強い担ぎ手による神輿渡御が
行われ、町は活気あふれる掛け声やお囃子で祭り一色に染まりました。



　町
に
は
、「
喜
茂
別
町
文
化
団
体
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
会

は
、喜
茂
別
町
に
お
け
る
文
化
団
体
相
互
の
親
睦
と
連
絡
協
調
を
は
か
り
、町
民

の
文
化
活
動
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。今
月
は
、所
属

し
て
い
る
各
団
体
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
会
に
つ
い
て

　
平
成
20
年
頃
、中
心
市
街
地
再
開
発
で
の

樹
木
伐
採
反
対
の
署
名
活
動
が
き
っ
か
け

で
、有
志
が
集
ま
り
、平
成
24
年
6
月
に
会

を
発
足
し
ま
し
た
。会
で
は
、視
察
研
修
や

町
内
史
跡
の
保
存
活
動
、小
学
校
へ
の
学
習

支
援
、会
報『
ヌ
プ
リ
』を
発
行
し
て
い
ま

す
。

●
町
民
の
み
な
さ
ん
へ

　
喜
茂
別
町
に
は
周
辺
他
町
村
に
は
な
い

独
自
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
知
る
こ

と
で
、ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
が
増
す

で
し
ょ
う
。ま
ず
は
文
化
祭
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
、昔
の
思
い
出
な
ど
を
一
緒
に
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
？

　
喜
茂
別
町
文
化
団
体
協
議
会
は
、

昭
和
45
年
6
月
28
日
設
立
以
来
、55

年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。多
い
時

に
は
20
団
体
、1
0
0
名
を
超
え
る

会
員
数
で
し
た
が
、現
在
は
7
団
体

（
1
団
体
休
止
中
）、会
員
数
は
45
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
喜
茂
別
町
の
芸
術
・
文
化
の
振
興

発
展
の
た
め
に
も
、是
非
皆
様
方
の

会
へ
の
加
入
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
長
　
吉
見
啓
一

きもべつ歴史プロジェクトの会（KHP）

各文化団体について入会を希望される方や、
ご不明な点がございましたらお気軽にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　喜茂別町文化団体協議会（事務局：教育委員会）　電話：33-2203

日時　10月27日～11月2日 展示　　11月2日 芸能発表会
場所　農村環境改善センター
詳細につきましては、チラシ等でお知らせします。皆様の
お越しをお待ちしております。

文
化
の
力
で
ま
ち
を

盛
り
上
げ
よ
う
！

●
会
に
つ
い
て

　
昭
和
43
年
頃
、会
員
の
増
加
に
伴
い
発
足

し
ま
し
た
。会
員
同
士
の
親
睦
や
歌
唱
力

ア
ッ
プ
を
目
指
し
月
例
会
や
、施
設
の
慰
問

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
町
民
の
み
な
さ
ん
へ

　
会
に
興
味
の
あ
る
方
、是
非
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
？

喜茂別カラオケ同好会

●
会
に
つ
い
て

　
昭
和
60
年
、教
育
委
員
会
の
講
習
会
が
き
っ

か
け
で
発
足
し
ま
し
た
。現
在
、月
に
4
回
程

度
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
町
民
の
み
な
さ
ん
へ

　
文
化
祭
の
展
示
で
は
、作
品
一
つ
ひ
と

つ
に
込
め
ら
れ
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や

想
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

陶芸ひふみ会
●
会
に
つ
い
て

　
昭
和
54
年
頃
発
足
し
た
当
会
で
は
、毎
月

詠
唱
会
を
開
き
、選
ん
だ
作
品
を
広
報
き
も

べ
つ
や
北
海
道
新
聞
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、後
志
短
歌
大
会
へ
も
参
加
し
て
い
ま

す
。

●
町
民
の
み
な
さ
ん
へ

　
現
在
一
緒
に
短
歌
を
楽
し
む
仲
間
を
募

集
中
で
す
。

喜茂別町短歌会

●
会
に
つ
い
て

　
令
和
7
年
に
設
立
さ
れ
た
当
会
は
、（
一

社
）全
麺
協
の
正
会
員
と
し
て
、そ
ば
文
化

の
普
及
を
目
指
し
て
い
ま
す
。月
に
2
回
例

会
を
開
催
し
、段
位
取
得
や
さ
ま
ざ
ま
な
品

種
の
そ
ば
打
ち
を
研
究
し
て
い
ま
す
。今
後

は
そ
ば
教
室
や
そ
ば
の
提
供
も
行
う
予
定

で
す
。

●
町
民
の
み
な
さ
ん
へ

　
当
会
は
そ
ば
打
ち
歴
の
長
い
メ
ン
バ
ー

が
多
く
、技
術
や
知
識
を
深
く
探
求
し
て

い
ま
す
。見
学
や
参
加
も
歓
迎
。打
つ
の
は

苦
手
で
も
、「
食
べ
る
専
門
」や「
調
理
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」を
目
指
し
た
い
方
も
大

歓
迎
で
す
。

きもべつそば打ち研究会

第76回喜茂別町文化祭
開催のお知らせ ●

会
に
つ
い
て

　
昭
和
56
年
頃
、祭
り
で「
千
人
踊
り
」を
す
る

こ
と
が
き
っ
か
け
で
商
工
会
女
性
部
員
を

中
心
に
発
足
し
ま
し
た
。　
　

　
現
在
も
夏
ま
つ
り
等
で
舞
踊
を
披
露
し

て
い
ま
す
。

●
町
民
の
み
な
さ
ん
へ

　
文
化
祭
芸
能
発
表
会
で
も
頑
張
り
ま
す

の
で
、是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

あやめ会

文化団体を　紹介します！

よ
し 

み 

け
い 

い
ち
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喜茂別町武道館で行われました！

北海道日本ハムファイターズ
「北海道応援大使プロジェクト」

第７９回国民スポーツ大会剣道競技
北海道代表チーム強化錬成

商工会青年部ビアパーティー

88//2424

災害時の対応手順や課題を学ぶ
喜茂別中学校　防災学校99//11

88//2222

　避難所受付訓練では、避難者と受付者に分かれて、実
際の災害を想定した実践的な訓練を実施しました。

　小学生向けのトレーニング教室が開催され、子どもたち
が2人1組になって、家でもできるトレーニングを学びまし
た。みんな元気に体を動かし、楽しく運動しました。

ファイターズオータムデイズin後志　
トレーニング教室

99//66 99//77

　後志管内19町村から約200名のPTA関係者が参加しま
した。公認心理師の高杉ゆう子さんとシンガーソングライ
ターの半崎美子さんによる講演では、命や心のあり方につ
いて学ぶ貴重な機会となり心あたたまる研究大会となり
ました。

大会主題「未来を担う子どもの健全育成を
目指して、今PTAは何をなすべきか」

第73回後志PTA研究大会　
第36回子育て研修会喜茂別大会

　夏のラストスパートをビールで乾杯！
　焼きとりやチュロスなど多彩
な出店も並び、多くの来場者で
賑わい、夏の終わりの楽しいひ
とときとなりました。

　男子チームを率いる監督は大将としても出場する本町
出身の栄花直輝さんで、前半は男女選手８名による気迫あ
ふれる稽古が行われ、後半は、北海道剣道連盟武田牧雄
会長も稽古に加わり、少年剣士や一般指導者との交流稽
古が行われ、北海道を代表する選手と剣を交える貴重な
機会となりました。

えい  が

たか すぎ

はん ざきよし  こ

なお  き

たけ  だ まき  お

　乳がんは、日本の女性がかかるがんのなかで最も多い病気で、日本
人女性の約９人に１人が生涯のうちにかかると言われています。特に、
４０代から５０代の働き盛りや子育て世代に多く、本人だけではなく家族や社会にも大きな影響を与える病気
です。

【乳がんの怖さ】

乳がん、何がこわい？
～１０月は「乳がん月間」～

　全国で約4万2千人。何の人数かご存知ですか？これは、様々な事情により家庭で暮らすことができな
い子どもの人数です。こうした子どもを、自分の家庭に迎え入れて育てる方のことを「里親」と言います。
子どもの養育には家庭的環境が望ましいと言われていますが、里親の登録数の伸びが鈍化しているこ
と、世代交代の傾向にあり、登録数は微減となっています。
　「里親」は研修を受けた一般家庭のお父さん・お母さんです。養育をお願いする子どもは、年齢や期間
など様々ではありますが、ご家庭の事情やご経験などを考慮しながらお願いをしています。
　費用の面については、生活費や医療費、教育費などが必要に応じて支払われます。
　ぜひ、里親として、子どもたちの養育を担ってみませんか？

　乳がんの怖さは、発見が遅れると転移しやすく、命にかかわる可能性が高まることにあります。乳がんは早期
で見つかれば治る確率が非常に高い一方、症状が進むと治療が長期化し、身体的・経済的な負担も増えます。
　初期の乳がんは痛みがなく、自覚症状がほとんどありません。「しこり」に気付いたときには進行している場
合もあります。また、仕事や家事の忙しさから受診を後回しにし、発見が遅れるケースも少なくありません。

【乳がんから身を守るには】
　乳がんから身を守る最大の方法は、「早期発見」です。
そのためには、
　①月に１回の自己触診
　②乳がん検診の受診　が重要です。

　「まだ大丈夫」と思っていても、がんは待ってくれません。
早期発見なら９割が治る病気です。自分と家族の未来を守
るため、定期的な受診と日常のセルフケアを今日から始め
ましょう。

自己触診のコツ
〇毎月同じタイミングで
行う。
　（生理後１週間が目安）
〇しこりを確認するとき
は、肋骨を感じるくら
いの力で、指の腹で全
体を触るようにする。

10月は里親月間＆10月4日は里親デー！
＼北海道中央児童相談所からのお知らせです／

【お問い合わせ先】　元気応援課健康づくり係　電話（ＩＰ）：５５-５101

※11／７（金）に町内で実施する「女性の総合健診」で受診で
きます。受診を希望の方はお早めに申し込みください。

【お問い合わせ先】
北海道中央児童相談所 地域支援課 
児童福祉司（里親養育支援）　
電話：011-631-0301
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喜茂別町武道館で行われました！

北海道日本ハムファイターズ
「北海道応援大使プロジェクト」

第７９回国民スポーツ大会剣道競技
北海道代表チーム強化錬成

商工会青年部ビアパーティー

88//2424

災害時の対応手順や課題を学ぶ
喜茂別中学校　防災学校99//11

88//2222

　避難所受付訓練では、避難者と受付者に分かれて、実
際の災害を想定した実践的な訓練を実施しました。

　小学生向けのトレーニング教室が開催され、子どもたち
が2人1組になって、家でもできるトレーニングを学びまし
た。みんな元気に体を動かし、楽しく運動しました。

ファイターズオータムデイズin後志　
トレーニング教室

99//66 99//77

　後志管内19町村から約200名のPTA関係者が参加しま
した。公認心理師の高杉ゆう子さんとシンガーソングライ
ターの半崎美子さんによる講演では、命や心のあり方につ
いて学ぶ貴重な機会となり心あたたまる研究大会となり
ました。

大会主題「未来を担う子どもの健全育成を
目指して、今PTAは何をなすべきか」

第73回後志PTA研究大会　
第36回子育て研修会喜茂別大会

　夏のラストスパートをビールで乾杯！
　焼きとりやチュロスなど多彩
な出店も並び、多くの来場者で
賑わい、夏の終わりの楽しいひ
とときとなりました。

　男子チームを率いる監督は大将としても出場する本町
出身の栄花直輝さんで、前半は男女選手８名による気迫あ
ふれる稽古が行われ、後半は、北海道剣道連盟武田牧雄
会長も稽古に加わり、少年剣士や一般指導者との交流稽
古が行われ、北海道を代表する選手と剣を交える貴重な
機会となりました。

えい  が

たか すぎ

はん ざきよし  こ

なお  き

たけ  だ まき  お

　乳がんは、日本の女性がかかるがんのなかで最も多い病気で、日本
人女性の約９人に１人が生涯のうちにかかると言われています。特に、
４０代から５０代の働き盛りや子育て世代に多く、本人だけではなく家族や社会にも大きな影響を与える病気
です。

【乳がんの怖さ】

乳がん、何がこわい？
～１０月は「乳がん月間」～

　全国で約4万2千人。何の人数かご存知ですか？これは、様々な事情により家庭で暮らすことができな
い子どもの人数です。こうした子どもを、自分の家庭に迎え入れて育てる方のことを「里親」と言います。
子どもの養育には家庭的環境が望ましいと言われていますが、里親の登録数の伸びが鈍化しているこ
と、世代交代の傾向にあり、登録数は微減となっています。
　「里親」は研修を受けた一般家庭のお父さん・お母さんです。養育をお願いする子どもは、年齢や期間
など様々ではありますが、ご家庭の事情やご経験などを考慮しながらお願いをしています。
　費用の面については、生活費や医療費、教育費などが必要に応じて支払われます。
　ぜひ、里親として、子どもたちの養育を担ってみませんか？

　乳がんの怖さは、発見が遅れると転移しやすく、命にかかわる可能性が高まることにあります。乳がんは早期
で見つかれば治る確率が非常に高い一方、症状が進むと治療が長期化し、身体的・経済的な負担も増えます。
　初期の乳がんは痛みがなく、自覚症状がほとんどありません。「しこり」に気付いたときには進行している場
合もあります。また、仕事や家事の忙しさから受診を後回しにし、発見が遅れるケースも少なくありません。

【乳がんから身を守るには】
　乳がんから身を守る最大の方法は、「早期発見」です。
そのためには、
　①月に１回の自己触診
　②乳がん検診の受診　が重要です。

　「まだ大丈夫」と思っていても、がんは待ってくれません。
早期発見なら９割が治る病気です。自分と家族の未来を守
るため、定期的な受診と日常のセルフケアを今日から始め
ましょう。

自己触診のコツ
〇毎月同じタイミングで
行う。
　（生理後１週間が目安）
〇しこりを確認するとき
は、肋骨を感じるくら
いの力で、指の腹で全
体を触るようにする。

10月は里親月間＆10月4日は里親デー！
＼北海道中央児童相談所からのお知らせです／

【お問い合わせ先】　元気応援課健康づくり係　電話（ＩＰ）：５５-５101

※11／７（金）に町内で実施する「女性の総合健診」で受診で
きます。受診を希望の方はお早めに申し込みください。

【お問い合わせ先】
北海道中央児童相談所 地域支援課 
児童福祉司（里親養育支援）　
電話：011-631-0301
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お
知
ら
せ

　
本
年
も
秋
さ
け
の
来
遊
期
を
迎
え
る
と
こ
ろ

で
す
が
、秋
さ
け
の
採
捕
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

河
口
付
近
等
の
海
面
や
内
水
面
で
の
密
漁
は
毎

年
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、北
海
道
で
は
9
月
1
日
〜
１０
月

３１
日
ま
で
を「
秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間
」と
定

め
、密
漁
の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
う
と
と
も
に
取
締
機
関
や
民
間
団
体
等
と
連

携
し
な
が
ら
、巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
指
導
取
締

り
等
の
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
秋
さ
け
資
源
の
保
護
と
密
漁
の
撲
滅
に
向
け

た
取
組
み
に
ご
理
解
頂
く
と
と
も
に
密
漁
者
を

見
つ
け
た
場
合
に
は
、最
寄
り
の
警
察
署
や（
総

合
）振
興
局
水
産
課
、漁
協
に
ご
連
絡
を
し
て
頂

く
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、さ
け
の
引
っ
掛
け
釣
り
の
情
報
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、引
っ
掛
け
釣
り
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　「
不
正
軽
油
」と
は
、軽
油
に
灯
油
や
重
油
な

ど
混
ぜ
た「
混
和
軽
油
」や
軽
油
以
外
の
石
油
製

品
を
混
ぜ
合
わ
せ
た「
製
造
軽
油
」な
ど
を
い
い

ま
す
。

  

不
正
軽
油
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
燃
料
用
と
し

て
販
売
又
は
使
用
し
ま
す
と
軽
油
引
取
税
の
脱

税
行
為
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
不
正
軽
油
は
、排
気
ガ
ス
中

の
Ｐ
Ｍ（
粒
子
状
物
質
）や
Ｎ
Ｏ
ｘ（
窒
素
酸
化

物
）を
増
加
さ
せ
る
た
め
、大
気
汚
染
の
原
因
と

な
り
、自
然
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
、十
月
を「
不
正
軽
油
防
止
強
化
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不
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油
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十
月
は『
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間
』で
す

秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間
で
す

月
間
」と
し
、不
正
軽
油
を「
作
ら
な
い
」・「
売
ら

な
い
」・「
買
わ
な
い
」・「
使
わ
な
い
」を
合
い
言
葉

に
、不
正
軽
油
撲
滅
の
取
組
み
を
し
ま
す
。

  

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

次
の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
　
０
８
０
０
‐
８
０
０
２
‐
１
１
０

　
ま
た
は

　
後
志
総
合
振
興
局
税
務
課

　
解
雇
や
賃
金
未
払
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
労

働
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、労
働
問
題
に
詳

し
い
経
験
豊
か
な「
あ
っ
せ
ん
員
」が
、当
事
者
双

方
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、問
題
点
を
整
理
し

た
上
で
助
言
等
を
行
い
、歩
み
寄
り
に
よ
る
解

決
を
図
る「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
あ
っ
せ
ん
」の
利
用
は
無
料
で
、迅
速
な
解
決
を

目
指
し
ま
す
。
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し
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は
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み
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

北
海
道
最
低
賃
金

　
令
和
7
年
10
月
の
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

第
4
期
の
納
入
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）

に
関
し
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
納
入
期
限
　
10
月
27
日（
月
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■
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祉
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・
I
P
番
号
　
5
5
‐
5
1
0
1

　
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
電
話
　
5
5
‐
8
0
1
3

　
９
月
〜
１０
月
の
行
政
相
談
月
間
に
合
わ
せ
て
、

本
町
で
は
、次
の
通
り
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。行
政
相
談
委
員
が
、国
の
仕
事
や
各

種
サ
ー
ビ
ス（
道
路
・
河
川
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
・

公
共
交
通
機
関
等
）に
関
す
る
苦
情
、意
見
、要

望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

　
令
和
7
年
１０
月
１８
日（
土
）１０
時
〜
１２
時

■
場
所
　
き
も
べ
つ
笑
み
〜
な
　
小
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
が
わ
　
　
せ
い
え
つ

■
行
政
相
談
委
員
　
今
川
　
誠
悦

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
　
３
３
‐
３
３
２
２

　
令
和
7
年
10
月
の
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

第
4
期
の
納
入
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）

に
関
し
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
納
入
期
限
　
10
月
27
日（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
応
援
課
福
祉
係

　
電
話
・
I
P
番
号
　
5
5
‐
5
1
0
1

　
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
電
話
　
5
5
‐
8
0
1
3

　
９
月
〜
１０
月
の
行
政
相
談
月
間
に
合
わ
せ
て
、

本
町
で
は
、次
の
通
り
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。行
政
相
談
委
員
が
、国
の
仕
事
や
各

種
サ
ー
ビ
ス（
道
路
・
河
川
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
・

公
共
交
通
機
関
等
）に
関
す
る
苦
情
、意
見
、要

望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

　
令
和
7
年
１０
月
１８
日（
土
）１０
時
〜
１２
時

■
場
所
　
き
も
べ
つ
笑
み
〜
な
　
小
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
が
わ
　
　
せ
い
え
つ

■
行
政
相
談
委
員
　
今
川
　
誠
悦

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
　
３
３
‐
３
３
２
２

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

納
入
期
限
の
お
知
ら
せ

特
設
行
政
相
談
所
の
開
設

に
つ
い
て

　
令
和
6
年
10
月
の
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

第
4
期
の
納
入
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）

に
関
し
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
納
入
期
限
　
10
月
25
日（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
応
援
課
福
祉
係

　
電
話
・
I
P
番
号
　
5
5
‐
5
1
0
1

　
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
電
話
　
5
5
‐
8
0
1
3

　
９
月
〜
10
月
の
行
政
相
談
月
間
に
合
わ
せ
て
、

本
町
で
は
、次
の
通
り
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。行
政
相
談
委
員
が
、国
の
仕
事
や
各

種
サ
ー
ビ
ス（
道
路
・
河
川
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
・

公
共
交
通
機
関
等
）に
関
す
る
苦
情
、意
見
、要

望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
令
和
６
年
１０
月
１９
日（
土
）１０
時
〜
１２
時

■
場
所
　
き
も
べ
つ
笑
み
〜
な 

小
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
が
わ
せ
い
え
つ

■
行
政
相
談
委
員
　
今
川
誠
悦

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
　
３
３
‐
３
３
２
２

　
令
和
6
年
10
月
の
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

第
4
期
の
納
入
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）

に
関
し
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
納
入
期
限
　
10
月
25
日（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
応
援
課
福
祉
係

　
電
話
・
I
P
番
号
　
5
5
‐
5
1
0
1

　
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
電
話
　
5
5
‐
8
0
1
3

　
９
月
〜
10
月
の
行
政
相
談
月
間
に
合
わ
せ
て
、

本
町
で
は
、次
の
通
り
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。行
政
相
談
委
員
が
、国
の
仕
事
や
各

種
サ
ー
ビ
ス（
道
路
・
河
川
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
・

公
共
交
通
機
関
等
）に
関
す
る
苦
情
、意
見
、要

望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
令
和
６
年
１０
月
１９
日（
土
）１０
時
〜
１２
時

■
場
所
　
き
も
べ
つ
笑
み
〜
な 

小
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
が
わ
せ
い
え
つ

■
行
政
相
談
委
員
　
今
川
誠
悦

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
　
３
３
‐
３
３
２
２

菌を持ち込まない、持
ち出さない、拡げない
ことが基本です。

感染対策

口の中の菌がのどに流
れない為にも、ブクブク
うがいをしてからガラガ
ラうがいをしましょう。

口うがいのポイント
手のひら、手の甲、指の間、手首まで石鹸
で30秒間しっかりと洗い、清潔なタオル
で拭きましょう。感染している方とのタ
オルの共用はしないようにしましょう。

手洗いのポイント

お問い合わせ先：喜茂別町立クリニック　電話(IP)：33-2225

発熱について

　発熱の原因には様々な病気があります。一般的な風邪症状を伴う発熱は、飛沫感染を
生じる細菌やウイルス（季節性インフルエンザ、新型コロナ、RS、マイコプラズマ、肺炎
球菌など）の感染が原因となります。

　通常、風邪や一般的なウイルス性感染症は潜伏期間を経て５－７日ほどで自然治癒し
ますが、病原体の種類や年齢、基礎疾患によって状態が悪くなる場合があります。症状に
関しては発熱、咳、痰、のどの痛み、鼻汁・鼻づまりなどがありますが、高熱や呼吸状態の
変化（息切れや息苦しさ）、食欲不振や尿量低下（脱水）がおきた際には注意が必要です。
このような場合は状態に応じて検査や治療が必要になりますので、早めに病院受診をし
ていただくことをおすすめします。

　風邪にかかってしまった時は療養と水分並び栄養をしっかり摂ることが大事です。
　病院で処方されたお薬は、自己判断で中断せずにきちんと飲みましょう。

　風邪にかからないようにするには予防が第一です。日頃から栄養と休
息、睡眠をしっかり取って体調を整えることが大事です。感染の流行期に
は手洗いや口うがい、鼻うがいが有効です。
　身近に発熱、風邪をひいている方がいる場合、ご自身もマスクを使用
し、手洗いや消毒を徹底しましょう。

　インフルエンザウイルスや新型コロナウイルスなどに感染しないために予防接種も
有用な手段の一つとなります。秋冬になり感染症が増える季節に向けて細菌やウイルス
に負けない身体をつくっていきましょう。

6広報きもべつ　10月号7 広報きもべつ　10月号



お
知
ら
せ

　
本
年
も
秋
さ
け
の
来
遊
期
を
迎
え
る
と
こ
ろ

で
す
が
、秋
さ
け
の
採
捕
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

河
口
付
近
等
の
海
面
や
内
水
面
で
の
密
漁
は
毎

年
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、北
海
道
で
は
9
月
1
日
〜
１０
月

３１
日
ま
で
を「
秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間
」と
定

め
、密
漁
の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
う
と
と
も
に
取
締
機
関
や
民
間
団
体
等
と
連

携
し
な
が
ら
、巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
指
導
取
締

り
等
の
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
秋
さ
け
資
源
の
保
護
と
密
漁
の
撲
滅
に
向
け

た
取
組
み
に
ご
理
解
頂
く
と
と
も
に
密
漁
者
を

見
つ
け
た
場
合
に
は
、最
寄
り
の
警
察
署
や（
総

合
）振
興
局
水
産
課
、漁
協
に
ご
連
絡
を
し
て
頂

く
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、さ
け
の
引
っ
掛
け
釣
り
の
情
報
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、引
っ
掛
け
釣
り
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　「
不
正
軽
油
」と
は
、軽
油
に
灯
油
や
重
油
な

ど
混
ぜ
た「
混
和
軽
油
」や
軽
油
以
外
の
石
油
製

品
を
混
ぜ
合
わ
せ
た「
製
造
軽
油
」な
ど
を
い
い

ま
す
。

  

不
正
軽
油
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
燃
料
用
と
し

て
販
売
又
は
使
用
し
ま
す
と
軽
油
引
取
税
の
脱

税
行
為
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
不
正
軽
油
は
、排
気
ガ
ス
中

の
Ｐ
Ｍ（
粒
子
状
物
質
）や
Ｎ
Ｏ
ｘ（
窒
素
酸
化

物
）を
増
加
さ
せ
る
た
め
、大
気
汚
染
の
原
因
と

な
り
、自
然
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
、十
月
を「
不
正
軽
油
防
止
強
化

　
本
年
も
秋
さ
け
の
来
遊
期
を
迎
え
る
と
こ
ろ

で
す
が
、秋
さ
け
の
採
捕
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

河
口
付
近
等
の
海
面
や
内
水
面
で
の
密
漁
は
毎

年
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、北
海
道
で
は
9
月
1
日
〜
１０
月

３１
日
ま
で
を「
秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間
」と
定

め
、密
漁
の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
う
と
と
も
に
取
締
機
関
や
民
間
団
体
等
と
連

携
し
な
が
ら
、巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
指
導
取
締

り
等
の
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
秋
さ
け
資
源
の
保
護
と
密
漁
の
撲
滅
に
向
け

た
取
組
み
に
ご
理
解
頂
く
と
と
も
に
密
漁
者
を

見
つ
け
た
場
合
に
は
、最
寄
り
の
警
察
署
や（
総

合
）振
興
局
水
産
課
、漁
協
に
ご
連
絡
を
し
て
頂

く
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、さ
け
の
引
っ
掛
け
釣
り
の
情
報
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、引
っ
掛
け
釣
り
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　「
不
正
軽
油
」と
は
、軽
油
に
灯
油
や
重
油
な

ど
混
ぜ
た「
混
和
軽
油
」や
軽
油
以
外
の
石
油
製

品
を
混
ぜ
合
わ
せ
た「
製
造
軽
油
」な
ど
を
い
い

ま
す
。

  

不
正
軽
油
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
燃
料
用
と
し

て
販
売
又
は
使
用
し
ま
す
と
軽
油
引
取
税
の
脱

税
行
為
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
不
正
軽
油
は
、排
気
ガ
ス
中

の
Ｐ
Ｍ（
粒
子
状
物
質
）や
Ｎ
Ｏ
ｘ（
窒
素
酸
化

物
）を
増
加
さ
せ
る
た
め
、大
気
汚
染
の
原
因
と

な
り
、自
然
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
、十
月
を「
不
正
軽
油
防
止
強
化

十
月
は『
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間
』で
す

秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間
で
す

月
間
」と
し
、不
正
軽
油
を「
作
ら
な
い
」・「
売
ら

な
い
」・「
買
わ
な
い
」・「
使
わ
な
い
」を
合
い
言
葉

に
、不
正
軽
油
撲
滅
の
取
組
み
を
し
ま
す
。

  

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

次
の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
　
０
８
０
０
‐
８
０
０
２
‐
１
１
０

　
ま
た
は

　
後
志
総
合
振
興
局
税
務
課

　
解
雇
や
賃
金
未
払
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
労

働
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、労
働
問
題
に
詳

し
い
経
験
豊
か
な「
あ
っ
せ
ん
員
」が
、当
事
者
双

方
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、問
題
点
を
整
理
し

た
上
で
助
言
等
を
行
い
、歩
み
寄
り
に
よ
る
解

決
を
図
る「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
あ
っ
せ
ん
」の
利
用
は
無
料
で
、迅
速
な
解
決
を

目
指
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、W
e
b
で「
北
海
道
労
働
委
員
会

個
別
あ
っ
せ
ん
」と
検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、次

の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整
課

　
電
話
　
0
1
1
‐
2
0
4
‐
5
6
6
7

　
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者（
会
社
員
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
の
方
学
生

さ
ん
な
ど
働
く
す
べ
て
の
人
）及
び
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次
の
と
お

月
間
」と
し
、不
正
軽
油
を「
作
ら
な
い
」・「
売
ら

な
い
」・「
買
わ
な
い
」・「
使
わ
な
い
」を
合
い
言
葉

に
、不
正
軽
油
撲
滅
の
取
組
み
を
し
ま
す
。

  

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

次
の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
　
０
８
０
０
‐
８
０
０
２
‐
１
１
０

　
ま
た
は

　
後
志
総
合
振
興
局
税
務
課

　
解
雇
や
賃
金
未
払
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
労

働
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、労
働
問
題
に
詳

し
い
経
験
豊
か
な「
あ
っ
せ
ん
員
」が
、当
事
者
双

方
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、問
題
点
を
整
理
し

た
上
で
助
言
等
を
行
い
、歩
み
寄
り
に
よ
る
解

決
を
図
る「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
あ
っ
せ
ん
」の
利
用
は
無
料
で
、迅
速
な
解
決
を

目
指
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、W
e
b
で「
北
海
道
労
働
委
員
会

個
別
あ
っ
せ
ん
」と
検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、次

の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整
課

　
電
話
　
0
1
1
‐
2
0
4
‐
5
6
6
7

　
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者（
会
社
員
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
の
方
学
生

さ
ん
な
ど
働
く
す
べ
て
の
人
）及
び
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次
の
と
お

個
別
的
労
使
紛
争

あ
っ
せ
ん
制
度
の
ご
案
内

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
最
低
賃
金
額
　
時
間
額
　
1
0
７
５
円

■
効
力
発
生
年
月
日
　
令
和
７
年
10
月
４
日

〇
最
低
賃
金
に
は
、精
皆
勤
手
当
、通
勤
手
当
、

家
族
手
当
、臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及
び

時
間
外
等
割
増
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

〇
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
い
場
合

は
、最
低
賃
金
法
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
鉄
鋼
業
で
働
く
方
に
は
北
海
道
の
特
定（
産

業
別
）最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
厚
生
労
働
省
　
北
海
道
労
働
局

　
小
樽
労
働
基
準
監
督
署
倶
知
安
支
署

　
電
話
　
2
2
‐
0
2
0
6

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
最
低
賃
金
額
　
時
間
額
　
1
0
７
５
円

■
効
力
発
生
年
月
日
　
令
和
７
年
10
月
４
日

〇
最
低
賃
金
に
は
、精
皆
勤
手
当
、通
勤
手
当
、

家
族
手
当
、臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及
び

時
間
外
等
割
増
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

〇
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
い
場
合

は
、最
低
賃
金
法
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
鉄
鋼
業
で
働
く
方
に
は
北
海
道
の
特
定（
産

業
別
）最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
厚
生
労
働
省
　
北
海
道
労
働
局

　
小
樽
労
働
基
準
監
督
署
倶
知
安
支
署

　
電
話
　
2
2
‐
0
2
0
6

み
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

北
海
道
最
低
賃
金

　
令
和
7
年
10
月
の
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

第
4
期
の
納
入
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）

に
関
し
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
納
入
期
限
　
10
月
27
日（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
応
援
課
福
祉
係

　
電
話
・
I
P
番
号
　
5
5
‐
5
1
0
1

　
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
電
話
　
5
5
‐
8
0
1
3

　
９
月
〜
１０
月
の
行
政
相
談
月
間
に
合
わ
せ
て
、

本
町
で
は
、次
の
通
り
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。行
政
相
談
委
員
が
、国
の
仕
事
や
各

種
サ
ー
ビ
ス（
道
路
・
河
川
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
・

公
共
交
通
機
関
等
）に
関
す
る
苦
情
、意
見
、要

望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

　
令
和
7
年
１０
月
１８
日（
土
）１０
時
〜
１２
時

■
場
所
　
き
も
べ
つ
笑
み
〜
な
　
小
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
が
わ
　
　
せ
い
え
つ

■
行
政
相
談
委
員
　
今
川
　
誠
悦

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
　
３
３
‐
３
３
２
２

　
令
和
7
年
10
月
の
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

第
4
期
の
納
入
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）

に
関
し
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
納
入
期
限
　
10
月
27
日（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
応
援
課
福
祉
係

　
電
話
・
I
P
番
号
　
5
5
‐
5
1
0
1

　
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
電
話
　
5
5
‐
8
0
1
3

　
９
月
〜
１０
月
の
行
政
相
談
月
間
に
合
わ
せ
て
、

本
町
で
は
、次
の
通
り
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。行
政
相
談
委
員
が
、国
の
仕
事
や
各

種
サ
ー
ビ
ス（
道
路
・
河
川
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
・

公
共
交
通
機
関
等
）に
関
す
る
苦
情
、意
見
、要

望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

　
令
和
7
年
１０
月
１８
日（
土
）１０
時
〜
１２
時

■
場
所
　
き
も
べ
つ
笑
み
〜
な
　
小
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
が
わ
　
　
せ
い
え
つ

■
行
政
相
談
委
員
　
今
川
　
誠
悦

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
　
３
３
‐
３
３
２
２

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

納
入
期
限
の
お
知
ら
せ

特
設
行
政
相
談
所
の
開
設

に
つ
い
て

　
令
和
6
年
10
月
の
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

第
4
期
の
納
入
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）

に
関
し
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
納
入
期
限
　
10
月
25
日（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
応
援
課
福
祉
係

　
電
話
・
I
P
番
号
　
5
5
‐
5
1
0
1

　
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
電
話
　
5
5
‐
8
0
1
3

　
９
月
〜
10
月
の
行
政
相
談
月
間
に
合
わ
せ
て
、

本
町
で
は
、次
の
通
り
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。行
政
相
談
委
員
が
、国
の
仕
事
や
各

種
サ
ー
ビ
ス（
道
路
・
河
川
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
・

公
共
交
通
機
関
等
）に
関
す
る
苦
情
、意
見
、要

望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
令
和
６
年
１０
月
１９
日（
土
）１０
時
〜
１２
時

■
場
所
　
き
も
べ
つ
笑
み
〜
な 

小
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
が
わ
せ
い
え
つ

■
行
政
相
談
委
員
　
今
川
誠
悦

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
　
３
３
‐
３
３
２
２

　
令
和
6
年
10
月
の
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

第
4
期
の
納
入
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）

に
関
し
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
納
入
期
限
　
10
月
25
日（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
応
援
課
福
祉
係

　
電
話
・
I
P
番
号
　
5
5
‐
5
1
0
1

　
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
電
話
　
5
5
‐
8
0
1
3

　
９
月
〜
10
月
の
行
政
相
談
月
間
に
合
わ
せ
て
、

本
町
で
は
、次
の
通
り
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。行
政
相
談
委
員
が
、国
の
仕
事
や
各

種
サ
ー
ビ
ス（
道
路
・
河
川
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
・

公
共
交
通
機
関
等
）に
関
す
る
苦
情
、意
見
、要

望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
令
和
６
年
１０
月
１９
日（
土
）１０
時
〜
１２
時

■
場
所
　
き
も
べ
つ
笑
み
〜
な 

小
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
が
わ
せ
い
え
つ

■
行
政
相
談
委
員
　
今
川
誠
悦

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
電
話
　
３
３
‐
３
３
２
２

菌を持ち込まない、持
ち出さない、拡げない
ことが基本です。

感染対策

口の中の菌がのどに流
れない為にも、ブクブク
うがいをしてからガラガ
ラうがいをしましょう。

口うがいのポイント
手のひら、手の甲、指の間、手首まで石鹸
で30秒間しっかりと洗い、清潔なタオル
で拭きましょう。感染している方とのタ
オルの共用はしないようにしましょう。

手洗いのポイント

お問い合わせ先：喜茂別町立クリニック　電話(IP)：33-2225

発熱について

　発熱の原因には様々な病気があります。一般的な風邪症状を伴う発熱は、飛沫感染を
生じる細菌やウイルス（季節性インフルエンザ、新型コロナ、RS、マイコプラズマ、肺炎
球菌など）の感染が原因となります。

　通常、風邪や一般的なウイルス性感染症は潜伏期間を経て５－７日ほどで自然治癒し
ますが、病原体の種類や年齢、基礎疾患によって状態が悪くなる場合があります。症状に
関しては発熱、咳、痰、のどの痛み、鼻汁・鼻づまりなどがありますが、高熱や呼吸状態の
変化（息切れや息苦しさ）、食欲不振や尿量低下（脱水）がおきた際には注意が必要です。
このような場合は状態に応じて検査や治療が必要になりますので、早めに病院受診をし
ていただくことをおすすめします。

　風邪にかかってしまった時は療養と水分並び栄養をしっかり摂ることが大事です。
　病院で処方されたお薬は、自己判断で中断せずにきちんと飲みましょう。

　風邪にかからないようにするには予防が第一です。日頃から栄養と休
息、睡眠をしっかり取って体調を整えることが大事です。感染の流行期に
は手洗いや口うがい、鼻うがいが有効です。
　身近に発熱、風邪をひいている方がいる場合、ご自身もマスクを使用
し、手洗いや消毒を徹底しましょう。

　インフルエンザウイルスや新型コロナウイルスなどに感染しないために予防接種も
有用な手段の一つとなります。秋冬になり感染症が増える季節に向けて細菌やウイルス
に負けない身体をつくっていきましょう。
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2025年10月
vol.892

人口と世帯

世帯数

うち外国人住民

人口 男
女

+
-

人）
人）

8
6

（前月比
（　〃

+
+
+

人）
世帯）
人）

2
3
8

（　〃
（　〃
（　〃143人

合計１，９３５人
1，202世帯

997人
938人

令和7年
8月末現在
令和7年
8月末現在

四
季
の
歌

四
季
の
歌
短
歌
を
楽
し
む
仲
間
を

募
集
中
！

一
緒
に
短
歌
を
詠
ん
だ
り
、鑑
賞

し
ま
せ
ん
か
？
初
め
て
の
方
も
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(

桑
原
：
電
話
3
3-

2
0
7
9)

喜
茂
別
短
歌
会

　

桑
原
博
美

三
間
恵
子

村
上
正
彦

佐
藤
百
合
子

半
額
で
一
本
百
円
の
糠
さ
ん
ま

　
釧
路
で
売
ら
れ
し
五
万
円
の
さ
ん
ま

空
の
雲
森
の
緑
に
な
ん
と
な
く

　
違
う
秋
虫
の
や
さ
し
い
声
が

花
々
は
命
短
か
し
と
云
う
だ
け
に

　
咲
く
は
華
や
ぎ
散
る
は
物
の
哀
れ

久
し
ぶ
り
家
に
戻
り
し
夫
の
言
ふ

　
庭
の
花
々
咲
き
乱
れ
る
と

今月の
〇〇な日

10月18日（土）　「冷凍食品の日」
　冷凍の「とう」と、保存温度の「マイナス18℃」にちなんで、日本冷
凍食品協会が1986年に制定しました。冷凍食品の普及と消費拡大を
目的としており、現在では野菜や調理済食品など、日々の食生活に欠
かせないものとなっています。

10

　救急当番病院　　農村環境改善センター　　鈴川集落センター　　ふれあい福祉センター
　町立クリニック　　笑み～な　　健康増進センター　　喜茂別町武道館　　ちびっこ広場
　倶知安文化センター　　　岩内町高台84-3☎0135-62-8373　　　留産管理棟
　町民公園パークゴルフ場　　　喜茂別中学校　　　喜茂別小学校　
　喜茂別保育所　　双葉克雪管理センター　　町民プール　　図書室　　町営球場

農
ク

保 双 プ 図 球

岩
中

留
笑 健 武 ち

鈴集 ふ

小
倶文
PG

救急当番病院日土 祝 倶知安厚生病院

10 月

20

5
6

4

11

7

10

8
9

13
14

16
17
18

12

26
25

27
28
29
30
31

1
2
3

11 月

2

23

19

22
21

15

1

24

土

日

月

火

水

木

金

土

日

祝

祝

土

日

土

月

火

火

水

木

金

日

月

日

火

水

3

木

金

土

水

木

金

木

水

金

しりべし弁護士相談（事前予約） 運転免許更新時講習岩 倶文
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喜中祭中

学芸会小

９月5日(金
)

喜茂別神社のおまつりに行ったパ
ラ！みんなが「わっしょい、わっしょ
い！」と大きな声を出しておみこし
をかついでいて、とってもかっこよ
かったパラ！
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